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雲南病院だより雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

認
定
看
護
師
と
は
ど
ん

な
資
格
で
す
か
？

　
看
護
師
と
し
て
５
年
以
上
の
実

践
経
験
を
持
ち
、
日
本
看
護
協
会

が
定
め
る
６
１
５
時
間
以
上
の
認

定
看
護
師
教
育
を
修
め
、
認
定
看

護
師
認
定
審
査
に
合
格
す
る
こ
と

で
取
得
で
き
る
資
格
で
す
。
審
査

合
格
後
は
認
定
看
護
師
と
し
て
の

活
動
と
自
己
研
鑽
の
実
績
を
積
み
、

５
年
ご
と
に
資
格
を
更
新
し
て
い

ま
す
。
平
成
28
年
７
月
現
在
、
１

万
７
４
４
３
人
の
認
定
看
護
師
が

全
国
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

【感染管理認定看護師の活動の実際】
　他職種（医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師、事務員）で構成される感
染対策チーム（ICT :I

インフェクション

nfection C
コ ン ト ロ ー ル

ontrol T
チ ー ム

eam）の一員として感染防止対策
の実働を行っています。
≪院内活動≫
◦週１回感染対策チームで巡視を行

い、感染対策の確認、指導
◦院内研修会や勉強会を開催し職員

への教育
◦感染防止対策委員会に所属し報告

や提言
◦職員からの感染対策に関する相談

に対応
◦感染対策が円滑に行えるように他

部門間の調整

≪院外活動≫
◦連携している医療機関の感染対策

チームで合同の会議を開催
◦山陰インフェクションコントロー

ルセミナーや島根感染対策セミ
ナーの世話人会に所属し、山陰地
区や島根地区の感染対策の知識・
技術向上のため、会の運営を補助

◦外部の研修会の講師として出向
き、感染症予防などの講義

　　　実績　雲南圏域内　12回
　　　　　　雲南圏域外　 ５回

（平成25年７月 資格取得後から平成28年９月末現在）

【感染管理認定看護師】
　他職種と協働しながら、医療を提供す
る場にいる患者・家族・訪問者や医療従
事者など全ての人を感染から守ることが
感染管理認定看護師の主な役割です。
　平成28年７月現在、2,560人の感染
管理認定看護師が全国で活動していま
す。（島根県には18人、当院１人。）

認
定
看
護
師
は
ど
ん
な
活
動
を
す

る
看
護
師
な
の
で
す
か
？

　
患
者
・
家
族
に
よ
り
よ
い
看
護
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
認
定
看
護
分
野
ご
と
の
専
門
性
を
発

揮
し
な
が
ら
認
定
看
護
師
の
３
つ
の
役
割
「
実

践
・
指
導
・
相
談
」
を
果
た
し
て
、
看
護
の
質

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
～
例
え
ば
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
～

◦
専
門
的
な
治
療
や
看
護
が
必
要
な
患
者
・
家

族
に
対
し
て
最
適
な
看
護
は
何
か
、
認
定
看

護
分
野
の
専
門
知
識
に
基
づ
き
判
断
し
、
実

践
し
ま
す
。

◦
他
の
看
護
師
に
対
し
、
自
ら
が
手
本
と
な
り

専
門
知
識
や
看
護
技
術
な
ど
を
指
導
し
、
水

準
の
高
い
看
護
を
行
え
る
よ
う
に
働
き
か
け

た
り
、
看
護
の
現
場
で
直
面
す
る
問
題
や
疑

問
の
相
談
に
乗
り
、
改
善
策
を
導
き
出
せ
る

よ
う 

認
定
看
護
分
野
の
専
門
知
識
に
基
づ
き

支
援
し
ま
す
。

（
出
典
：
日
本
看
護
協
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
　
　
　
　 

認
定
看
護
師
っ
て
ど
ん
な
看
護
師
よ
り
）

　

９
月
９
日
（
金
）、
平
成
28
年
度

第
２
回
感
染
防
止
対
策
連
携
医
療
機

関
に
よ
る
合
同
会
議
が
当
院
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
県
内

の
連
携
し
て
い
る
４
病
院
が
会
場
を

持
ち
回
り
に
年
４
回
開
催
す
る
会
議

で
す
。

　
感
染
症
の
治
療
の
過
程
に
お
い
て

広
い
範
囲
の
微
生
物
に
効
果
の
あ
る

抗
菌
薬
を
不
必
要
に
使
う
こ
と
で
、

本
来
治
療
で
き
る
は
ず
の
抗
菌
薬
が

効
か
な
い
微
生
物
に
な
っ
て
し
ま
う

　
９
月
14
日
（
水
）
か
ら
17
日
（
土
）

ま
で
の
４
日
間
、
兵
庫
県
災
害
医
療

セ
ン
タ
ー
で
雲
南
市
立
病
院
第
２
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
と
し
て
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
養
成
研

修
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ムD

デ
ィ
ザ
ス
タ
ー

isaster M

メ
デ
ィ
カ
ル

edical 
A

ア
シ
ス
タ
ン
ス

ssistance T

チ

ー

ム

eam

の
頭
文
字
を

と
っ
て
略
し
て
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
医
師
、
看
護
師
、
業
務

調
整
員
（
医
師
・
看
護
師
以
外
の
医

療
職
お
よ
び
事
務
職
員
）
で
構
成
さ

れ
、
大
規
模
災
害
や
多
傷
病
者
が
発

生
し
た
事
故
な
ど
の
現
場
に
、
急
性

期
（
お
お
む
ね
48
時
間
以
内
）
に
活

動
で
き
る
機
動
性
を
持
っ
た
、
専
門

的
な
訓
練
を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム
で

す
。

　
当
院
は
、
医
師
１
人
、
看
護
師
３

人
、
業
務
調
整
員
１
人
の
５
人
で
受

講
し
、
チ
ー
ム
医
療
や
災
害
時
の
情

報
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
座
学

に
始
ま
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
実
技

を
経
て
試
験
を
行
い
、
最
終
日
に
は

実
働
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
非
常
に

短
期
間
か
つ
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
し
た
が
、
４
日
間
し
っ
か
り
災
害

医
療
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
実
働
訓
練
で
は
、
本
部
や
他

の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
、
関
係
機
関
と
の
連

携
、
情
報
共
有
、
指
揮
命
令
系
統
の

確
立
の
難
し
さ
を
身
を
持
っ
て
体
験

し
、そ
の
重
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
は
現
場
の
医
療

だ
け
で
な
く
、
災
害
時
に
多
く
の
患

者
さ
ん
が
運
ば
れ
る
被
災
地
の
病
院

機
能
を
維
持
、
拡
充
す
る
た
め
に
、

病
院
の
指
揮
下
に
入
り
医
療
行
為
を

支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
病
院
支
援

や
、
首
都
直
下
型
、
東
海
、
東
南
海・

南
海
地
震
な
ど
想
定
さ
れ
る
大
地
震

　
10
月
６
日
（
木
）
か
ら
７
日
（
金
）

ま
で
の
２
日
間
、
三
刀
屋
高
校
１
年

生
の
「
地
域
産
業
研
究
」
実
習
（
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。
今
年
は
医
療
の
道
に
興
味
を

持
つ
４
人
の
生
徒
が
実
習
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
初
日
は
医
療
技
術
職
場
体
験
と
し

て
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
保
健
推
進

課
・
地
域
連
携
室
）
と
検
査
技
術

科
、
放
射
線
技
術
科
で
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
各
職
種

の
業
務
範
囲
の
広
さ
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
２
班
に
分
か
れ
、
看
護

師
と
一
緒
に
病
棟
で
看
護
現
場
の
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
「
今
後
の
進
路
の
参

考
に
な
っ
た
」、「
仕
事
の
大
変
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、
医
療
の

仕
事
の
良
い
と
こ
ろ
や
大
変
な
こ
と

を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。

　
当
院
は
次
世
代
の
地
域
医
療
を
担

う
医
療
人
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
医
師
、看
護
師
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
が
連
携
し
合
っ
て

成
り
立
つ
医
療
の
現
場
を
、
見
て
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の
地

域
医
療
を
担
う
人
材
が
増
え
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
今
後
も
た
く

さ
ん
の
体
験
学
習
を
受
け
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
多
数
の
重
症
患
者
が
発
生
し
た
際

に
、
平
時
の
救
急
医
療
レ
ベ
ル
を
提

供
す
る
た
め
、
被
災
地
の
外
に
搬
送

す
る
広
域
医
療
搬
送
な
ど
、機
動
性
、

専
門
性
を
生
か
し
た
多
岐
に
わ
た
る

医
療
的
支
援
も
行
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
、
技
術
と
知
識
を
研け
ん
鑽さ
ん
し
、
有

事
の
際
に
は
迅
速
か
つ
適
切
な
行
動

を
取
れ
る
よ
う
に
日
ご
ろ
か
ら
準
備

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
11
月
12
日
に
は
当
院
で
、
近
隣
で

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
想
定
の
防

災
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

訓
練
に
は
、
他
県
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
参

集
し
、
合
同
で
訓
練
し
ま
す
。
今
後

の
連
携
体
制
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
薬
剤
耐

性
菌
と
い
い
ま
す
。
こ
の
会
議
で
は

薬
剤
耐
性
菌
が
出
現
し
な
い
よ
う
な

適
正
な
抗
菌
薬
の
使
い
方
が
さ
れ
て

い
る
か
、
ま
た
薬
剤
耐
性
菌
の
検
出

状
況
等
を
施
設
ご
と
に
ま
と
め
、
動

向
や
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

す
。
そ
の
他
、
各
施
設
か
ら
の
感
染

対
策
の
相
談
や
情
報
交
換
、
会
場
と

な
っ
た
病
院
を
他
施
設
の
感
染
対
策

チ
ー
ム
が
巡
視
を
行
い
、
感
染
対
策

に
お
け
る
問
題
点
を
指
摘
し
ま
す
。

　
会
議
で
は
一
つ
の
テ
ー
マ
や
相
談

に
対
し
て
各
施
設
か
ら
の
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
参
考
に
な
る
部
分

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
常
業
務

で
、
こ
う
い
う
場
合
に
は
ど
う
す
べ

き
だ
ろ
う
と
迷
う
こ
と
は
、
専
門
書

に
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多

く
、
他
の
病
院
で
の
方
法
を
気
軽
に

相
談
で
き
、
正
し
い
方
向
性
を
指
示

し
て
も
ら
え
る
と
い
う
体
制
は
、
と

て
も
重
要
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
指
導
も
参
考
に
し
な
が
ら

病
院
の
感
染
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

（
Ｄデ

ィ
ー

Ｍマ

ッ

ト

Ａ
Ｔ
）
第
２
隊
結
成

市立
病院建設工事起工式

▲感染予防の講義（雲南消防本部）

▲実践演習の様子（雲南消防本部）

▲ ICT合同会議の様子（９月９日）

▲左から　岡
おか

田
だ

敬
けい

一
いち

永
なが

瀬
せ

正
まさ

樹
き

、石
いし

原
はら

鮎
あゆ

子
こ

大
おお

坂
さか

朋
とも

子
こ

、坂
さか

本
もと

遥
はる

香
か

▲講習会の様子

▲ポスター作成の様子

三
刀
屋
高
校

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

当院の感染管理認定看護師の活動

認定看護師とは


